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(57)【要約】
【課題】長寿命化が可能な表示装置を提供することを目
的とする。
【解決手段】　有機ＥＬ素子４０は、
　陽極６０と、
　陽極に対向して配置された陰極６４と、
　陽極６０と陰極６４との間に配置された有機活性層６
２と、
　陽極６０と有機活性層６２との間に配置され、印加電
圧による導電電流が変化するバリスタ特性を示す電荷注
入調整層６１と、
　を備えたことを特徴とする。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自発光性の表示素子を備えた表示装置であって、
　前記表示素子は、
　陽極と、
　前記陽極に対向して配置された陰極と、
　前記陽極と前記陰極との間に配置された有機活性層と、
　前記陽極と前記有機活性層との間に配置され、印加電圧による導電電流が変化するバリ
スタ特性を示す電荷注入調整層と、
　を備えたことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記電荷注入調整層は、酸化亜鉛を主原料として形成されたことを特徴とする請求項１
に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記電荷注入調整層は、導電性粒子または半導体粒子の表面を導電性樹脂で被覆した粒
子からなることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、表示装置に係り、特に、自発光性の表示素子を備えた構成の表示装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、平面表示装置として、有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）表示装置が注目さ
れている。この有機ＥＬ表示装置は、自発光素子である有機ＥＬ素子を備えていることか
ら、視野角が広く、バックライトを必要とせず薄型化が可能であり、消費電力が抑えられ
、且つ応答速度が速いといった特徴を有している。
【０００３】
　これらの特徴から、有機ＥＬ表示装置は、液晶表示装置に代わる、次世代平面表示装置
の有力候補として注目を集めている。このような有機ＥＬ表示装置は、表示素子として、
基板上において陽極と陰極との間に発光機能を有する有機化合物を含む有機活性層を保持
した有機ＥＬ素子を備えている。
【０００４】
　このような有機ＥＬ素子には、発光寿命が短いといった欠点があり、この原因としては
種々の要素が考えられる。特許文献１によれば、発光面上の非発光部分の発生が素子を構
成する陽極とホール輸送層との界面の劣化あるいはダークスポットであることに着目し、
陽極を２層構造とし、主に電流を分配する第１層と、ホール輸送層にホールを注入する第
２層とで構成する技術が開示されている。これにより、陽極からホール輸送材料へのホー
ル注入機能を安定化させ、発光寿命を向上さようとしている。
【特許文献１】特開平１０－２２８９８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　有機ＥＬ表示装置の長寿命化には、発光層のキャリアバランスを表示に用いる広い駆動
電流範囲で最適に保持する必要がある。しかしながら、ホールと電子の注入特性、輸送特
性が材料で異なるため、キャリアバランスを駆動電流範囲で最適に保つのが困難であり、
効率低下及び寿命低下といった課題があった。
【０００６】
　この発明は、上述した問題点に鑑みなされたものであって、その目的は、長寿命化が可
能な表示装置を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明の態様による表示装置は、
　自発光性の表示素子を備えた表示装置であって、
　前記表示素子は、
　陽極と、
　前記陽極に対向して配置された陰極と、
　前記陽極と前記陰極との間に配置された有機活性層と、
　前記陽極と前記有機活性層との間に配置され、印加電圧による導電電流が変化するバリ
スタ特性を示す電荷注入調整層と、
　を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、陽極と有機活性層との間に電荷注入調整層を備えている。この電荷
注入調整層は、低電圧ではホール注入が抑制され、高電圧になるとホール注入が増加する
ようなバリスタ特性を有している。このため、キャリアバランスを駆動電流範囲で最適に
保持することができ、発光効率を向上することが可能となる。これにより、長寿命化が可
能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、この発明の一実施の形態に係る表示装置について図面を参照して説明する。なお
、この実施の形態では、表示装置として、自己発光型表示装置、例えば有機ＥＬ（エレク
トロルミネッセンス）表示装置を例にして説明する。
【００１０】
　有機ＥＬ表示装置１は、図１に示すように、画像を表示するアクティブエリア１０２を
有するアレイ基板１００を備えている。アクティブエリア１０２は、マトリクス状に配置
された複数の画素ＰＸによって構成されている。また、図１では、カラー表示タイプの有
機ＥＬ表示装置１を例に示しており、アクティブエリア１０２は、複数種類の色画素、例
えば３原色に対応した赤色画素ＰＸＲ、緑色画素ＰＸＧ、及び、青色画素ＰＸＢによって
構成されている。
【００１１】
　アレイ基板１００の少なくともアクティブエリア１０２は、封止体２００によって封止
されている。すなわち、これらのアレイ基板１００と封止体２００とは、アクティブエリ
ア１０２を囲むように枠状に配置されたシール材３００により貼り合せられている。シー
ル材３００は、感光性樹脂（例えば紫外線硬化型樹脂）であっても良いし、フリットであ
っても良い。
【００１２】
　各画素ＰＸ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は、画素回路１０及びこの画素回路１０によって駆動制御さ
れる表示素子４０を備えている。図１に示した画素回路１０は、一例であって、他の構成
の画素回路を適用しても良いことは言うまでもない。図１に示した例では、画素回路１０
は、駆動トランジスタＤＲＴ、第１スイッチＳＷ１、第２スイッチＳＷ２、第３スイッチ
ＳＷ３、蓄積容量素子ＣＳなどを備えて構成されている。駆動トランジスタＤＲＴは、表
示素子４０に供給する電流量を制御する機能を有している。第１スイッチＳＷ１及び第２
スイッチＳＷ２は、サンプル・ホールドスイッチとして機能する。第３スイッチ素子ＳＷ
３は、駆動トランジスタＤＲＴから表示素子４０への駆動電流の供給、つまり表示素子４
０のオン／オフを制御する機能を有している。蓄積容量素子ＣＳは、駆動トランジスタＤ
ＲＴのゲートーソース間の電位を保持する機能を有している。
【００１３】
　駆動トランジスタＤＲＴは、高電位電源線Ｐ１と第３スイッチＳＷ３との間に接続され
ている。表示素子４０は、第３スイッチＳＷ３と低電位電源線Ｐ２との間に接続されてい
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る。第１スイッチＳＷ１及び第２スイッチＳＷ２のゲート電極は、第１ゲート線ＧＬ１に
接続されている。第３スイッチＳＷ３のゲート電極は、第２ゲート線ＧＬ２に接続されて
いる。第１スイッチＳＷ１のソース電極は、映像信号線ＳＬに接続されている。これらの
駆動トランジスタＤＲＴ、第１スイッチＳＷ１、第２スイッチＳＷ２、及び、第３スイッ
チ素子ＳＷ３は、例えば薄膜トランジスタによって構成され、その半導体層は、ここでは
ポリシリコンによって形成されている。
【００１４】
　このような回路構成の場合、第１ゲート線ＧＬ１からオン信号が供給されたのに基づい
て第１スイッチＳＷ１及び第２スイッチＳＷ２がオンとなり、映像信号線ＳＬを流れる電
流量に応じて高電位電源線Ｐ１から駆動トランジスタＤＲＴに電流が流れ、また、駆動ト
ランジスタＤＲＴを流れる電流に応じて蓄積容量素子ＣＳが充電される。これにより、駆
動トランジスタＤＲＴは、映像信号線ＳＬから供給された電流量と同一の電流量を、高電
位電源線Ｐ１から表示素子４０に供給可能となる。
【００１５】
　そして、第２ゲート線ＧＬ２からオン信号が供給されたのに基づいて第３スイッチＳＷ
３がオンとなり、蓄積容量素子ＣＳで保持した容量に応じて、駆動トランジスタＤＲＴは
、高電位電源線Ｐ１から第３スイッチＳＷ３を介して表示素子４０に所定輝度に対応した
所定量の電流を供給する。これにより、表示素子４０は、所定の輝度に発光する。
【００１６】
　表示素子４０は、自発光性の表示素子である有機ＥＬ素子４０（Ｒ、Ｇ、Ｂ）によって
構成されている。すなわち、赤色画素ＰＸＲは、主に赤色波長に対応した光を出射する有
機ＥＬ素子４０Ｒを備えている。緑色画素ＰＸＧは、主に緑色波長に対応した光を出射す
る有機ＥＬ素子４０Ｇを備えている。青色画素ＰＸＢは、主に青色波長に対応した光を出
射する有機ＥＬ素子４０Ｂを備えている。
【００１７】
　各種有機ＥＬ素子４０（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の構成は、基本的に同一である。例えば、図２に
示すように、アレイ基板１００は、配線基板１２０の主面側に配置された有機ＥＬ素子４
０を備えている。なお、配線基板１２０は、ガラス基板やプラスチックシートなどの絶縁
性の支持基板上に、スイッチや駆動トランジスタなどの画素回路、各種配線（走査線、信
号線、電源供給線等）などを備えて構成されたものとする。
【００１８】
　有機ＥＬ素子４０は、配線基板１２０上に配置された第１電極６０と、第１電極６０に
対向して配置され（すなわち第１電極６０よりも封止基板２００側に配置され）複数の色
画素ＰＸに共通の第２電極６４と、これらの第１電極６０と第２電極６４との間に配置さ
れた有機活性層６２と、によって構成されている。
【００１９】
　より具体的な有機ＥＬ素子４０の構成例について説明すると、第１電極６０は、配線基
板１２０上において色画素ＰＸ毎に独立島状に配置され、陽極として機能する。この第１
電極６０は、インジウム・ティン・オキサイド（ＩＴＯ）などの光透過性を有する導電材
料を用いて形成された透過層、及び、アルミニウム（Ａｌ）などの光反射性を有する導電
材料を用いて形成された反射層を積層した構造であってもよいし、反射層単層、または、
透過層単層として構成しても良い。
【００２０】
　有機活性層６２は、第１電極６０上に配置され、少なくとも発光層６２Ａを含んでいる
。この有機活性層６２は、発光層６２Ａ以外の機能層を含むことができ、例えば、ホール
注入層、ホール輸送層、ブロッキング層、電子輸送層、バッファ層などの機能層を含むこ
とができる。この有機活性層６２は、複数の機能層を複合した単層で構成されても良いし
、各機能層を積層した多層構造であっても良い。有機活性層６２においては、発光層６２
Ａが有機系材料であればよく、発光層６２Ａ以外の層は無機系材料でも有機系材料でも構
わない。
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【００２１】
　有機活性層６２において、発光層６２Ａ以外の機能層は共通層であってもよく、図２に
示した例では、発光層６２Ａの第１電極６０側及び第２電極６４側にそれぞれ共通層が配
置されている。一方の共通層６２Ｈは、ホール注入層、ホール輸送層などを含み、また、
他方の共通層６２Ｅは、電子注入層、電子輸送層などを含んでいる。発光層６２Ａは、赤
、緑、または青に発光する発光機能を有した有機化合物によって形成される。
【００２２】
　第２電極６４は、各色画素ＰＸの有機活性層６２の上に配置され、陰極として機能する
。この第２電極６４は、銀（Ａｇ）とマグネシウム（Ｍｇ）との混合物などからなる半透
過層、及び、ＩＴＯなどの光透過性を有する導電材料を用いて形成された透過層を積層し
た構造であってもよいし、半透過層単層、または、透過層単層として構成しても良い。
【００２３】
　また、アレイ基板１００は、アクティブエリア１０２において、少なくとも隣接する色
画素ＰＸ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）間を分離する隔壁７０を備えている。隔壁７０は、例えば各第１
電極６０の周縁を覆うように配置され、アクティブエリア１０２において格子状またはス
トライプ状に形成されている。このような隔壁７０は、例えば樹脂材料をパターニングす
ることによって形成される。この隔壁７０は、第２電極６４によって覆われている。
【００２４】
　この実施の形態においては、有機ＥＬ素子４０は、さらに、第１電極６０と有機活性層
６２との間に配置された電荷注入調整層６１を備えている。この電荷注入調整層６１は、
印加電圧による導電電流が変化するバリスタ特性を示す材料によって形成されている。
【００２５】
　また、アレイ基板１００は、アクティブエリア１０２において、少なくとも隣接する色
画素ＰＸ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）間を分離する隔壁７０を備えている。隔壁７０は、例えば各第１
電極６０の縁に沿って格子状またはストライプ状に配置されている。この隔壁７０は、例
えば樹脂材料によって形成される。
【００２６】
　上述した電荷注入調整層６１について、より詳細に説明する。
【００２７】
　図３に示す例では、有機ＥＬ素子４０は、配線基板１２０の上に配置された陽極として
機能する第１電極６０、第１電極６０の上に配置された電荷注入調整層６１、電荷注入調
整層６１の上に配置されたホール注入層６２ＨＩ、ホール注入層６２ＨＩの上に配置され
たホール輸送層６２ＨＴ、ホール輸送層６２ＨＴの上に配置された発光層６２Ａ、発光層
６２Ａの上に配置された電子輸送層６２ＥＴ、電子輸送層６２ＥＴの上に配置された電子
注入層６２ＥＩ、及び、電子注入層６２ＥＩの上に配置された陰極として機能する第２電
極６４によって構成されている。
【００２８】
　有機ＥＬ素子４０において、ホール移動が電子移動よりも大きいため、第１電極６０と
第２電極６４との間に電圧を印加すると、低電圧領域ではホール注入が先行する。このた
め、発光層６２Ａ内においてホールが過剰の状態となる。
【００２９】
　そこで、この実施の形態のように、低電圧印加時には抵抗が高く、高電圧印加時に急速
に抵抗が低下するバリスタ特性を有する電荷注入調整層６１を設けたことにより、低電圧
領域では、ホール注入が抑制される。このため、発光層６２Ａの内部におけるキャリアバ
ランスが改善される。
【００３０】
　図４には、この実施の形態で適用可能な電荷注入調整層６１のバリスタ特性（非オーミ
ックな電圧／電流特性）の一例が示されている。このバリスタ特性は、主原料や、添加物
の添加量などにより変化することはいうまでもない。
【００３１】
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　また、高電圧領域では、陰極からの電子注入及び電子輸送が増加するが、ホール側も電
荷注入調整層６１の抵抗が低下することで、ホール注入及びホール輸送が増加する。この
ため、駆動電流範囲を含む広い電流範囲でキャリアバランスの最適化を図ることが可能と
なる。したがって、発光効率を向上することが可能となる。これにより、長寿命化が可能
となる。
【００３２】
　上述したような電荷注入調整層６１は、酸化亜鉛を主原料として形成可能である。具体
的には、例えば、酸化亜鉛を主原料とし、粒界形成層として低融点金属であるビスマスを
用い、遷移金属である酸化マンガンや酸化コバルトなどが添加剤として添加される。さら
に、バリスタ電圧を高く設定する場合には、酸化アンチモンなどが加えられ、また、バリ
スタ電圧を低く設定する場合には、酸化アルミニウムや酸化チタンなどが加えられる。こ
れらの添加量は、目的とするバリスタ特性によって適宜変更可能である。
【００３３】
　また、上述したような電荷注入調整層６１は、導電性粒子または半導体粒子の表面を導
電性樹脂で被覆した粒子によって構成しても良い。具体的には、導電性粒子としては、例
えば、純金粒子などが適用可能であり、また、半導体粒子としては、例えば、ＳｉＣ、Ｚ
ｎＯ、ＢａＴｉＯ３などが適用可能である。導電性樹脂としては、例えば、ポリチオフェ
ンや、ポリピロールなどが適用可能である。
【００３４】
　次に、より具体的な実施例について説明する。
【００３５】
　まず、配線基板１２０上に第１電極６０を形成する。すなわち、導電材料の成膜及びパ
ターニングにより、ＩＴＯからなる第１電極６０を画素毎に形成する。
【００３６】
　その後、酸化亜鉛及び添加剤を含むターゲットを用いて、スパッタにより第１電極６０
の上に薄膜を形成する。続いて、この薄膜にアニール処理を施し、酸化亜鉛と添加剤との
間にショットキー障壁を形成することで、バリスタ特性を有する電荷注入調整層６１を形
成する。
【００３７】
　その後、電荷注入調整層６１のうえに、ホール注入層６２ＨＩとしてアモルファスカー
ボン、及び、ホール輸送層６２ＨＴとしてαＮＰＤを蒸着法により形成する。そして、赤
色画素、緑色画素、及び、青色画素について、ファインマスクを用いて、Ｒｅｄ発光層材
料（ホスト：Ａｌｑ３、ドーパント：ＤＣＭ）、Ｇｒｅｅｎ発光層材料（ホスト：Ａｌｑ
、ドーパント：クマリン）、Ｂｌｕｅ発光層材料（ホスト：ＢＨ１２０、ドーパント：Ｂ
Ｄ－１０２）をそれぞれ蒸着し、それぞれの発光層６２Ａを形成する。そして、これらの
各発光層６２Ａ上に、電子輸送層６２ＥＴ及び電子注入層６２ＥＩを形成する。
【００３８】
　その後、電子注入層６２ＥＩの上に、マグネシウム及び銀を蒸着した後、ＩＴＯを蒸着
し、陰極６４を形成する。このような工程を経て、トップエミッションタイプの有機ＥＬ
素子を備えた表示装置を作成した。
【００３９】
　作成した表示装置の電流（Ａ）／効率特性（ｃｄ／Ａ）を測定すると、図５に示すよう
に、本実施形態（図中の実線）によれば、電荷注入調整層を有していない素子構造の表示
装置（図中の破線）と比較して、電流変化に対する効率の変化が小さく、特に、低電流時
での効率が改善し、広い電流範囲でＬ／Ｊカーブが平坦に近くなりキャリアバランスの電
流依存性が改善できていることが確認された。
【００４０】
　このように、低電流から高電流までの広い範囲で、キャリアバランスが最適化されるこ
とにより、寿命試験でのキャリアバランスの変動が抑制され、本実施形態の表示装置の寿
命は、電荷注入調整層を有していない素子構造の表示装置と比較して１．５倍となること
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が確認された。
【００４１】
　以上説明したように、本実施形態によれば、陽極と有機活性層（特にホール注入層）と
の間に、電圧に応じて導電性が変化する電荷注入調整層を配置することにより、有機活性
層における発光層のキャリアバランスの電流依存性が改善し、長寿命化を図ることが可能
となる。
【００４２】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、その実施の段階
ではその要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態
に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例え
ば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異な
る実施形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】図１は、この発明の一実施の形態に係る有機ＥＬ表示装置の構成を概略的に示す
図である。
【図２】図２は、図１に示した有機ＥＬ表示装置を切断したときの構造を概略的に示す断
面図である。
【図３】図３は、有機ＥＬ素子の構造例を具体的に説明するための図である。
【図４】図４は、図３に示した電荷注入調整層のバリスタ特性の一例を説明するための図
である。
【図５】図５は、本実施形態（電荷注入調整層有り）と比較例（電荷注入調整層無し）と
の電流／効率特性の比較結果を示す図である。
【符号の説明】
【００４４】
　１…有機ＥＬ表示装置　ＰＸ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）…色画素
１０…画素回路　ＤＲＴ…駆動トランジスタ　Ｃｓ…蓄積容量素子
　ＳＷ１…第１スイッチ　ＳＷ２…第２スイッチ　ＳＷ３…第３スイッチ
　４０…有機ＥＬ素子
　６０…第１電極　６１…電荷注入調整層　６２…有機活性層　６４…第２電極
　７０…隔壁
　１００…アレイ基板　１０２…アクティブエリア
　１２０…配線基板
　２００…封止体　３００…シール材



(8) JP 2009-111247 A 2009.5.21

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(9) JP 2009-111247 A 2009.5.21

10

フロントページの続き

(74)代理人  100109830
            弁理士　福原　淑弘
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  久保田　浩史
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
Ｆターム(参考) 3K107 AA01  BB01  CC21  DD71  DD84  DD85 



专利名称(译) 表示装置

公开(公告)号 JP2009111247A 公开(公告)日 2009-05-21

申请号 JP2007283513 申请日 2007-10-31

[标]申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术股份有限公司

申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术有限公司

[标]发明人 久保田浩史

发明人 久保田 浩史

IPC分类号 H01L51/50

CPC分类号 H01L51/5088

FI分类号 H05B33/22.C H05B33/14.A

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC21 3K107/DD71 3K107/DD84 3K107/DD85

代理人(译) 河野 哲
中村诚

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明的目的是提供一种可以具有长寿命的显示装置。 解决方案：有机
EL元件40是 阳极60 与阳极相对布置的阴极64， 设置在阳极60和阴极64
之间的有机活性层62， 电荷注入调节层61，其设置在阳极60和有机活性
层62之间，并表现出压敏电阻特性，其中导电电流根据施加的电压而变
化， 它的特点是具有。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/6d40a597-28e8-4ef7-927d-4148feec24b2
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/040581954/publication/JP2009111247A?q=JP2009111247A

